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□ごあいさつ

　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．事業所や車両の二酸化炭素削減に努めます。

３ ．受託廃棄物の削減の提案に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．適正な利用により電気使用量の削減に努めます。

６ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

2023年1月4日

　株式会社メディカルウェーストは、産業廃棄物収集運搬通じて、地球温暖化問題への取
り組みや地域の環境課題の解決に向けた活動に自主的・積極的に取り組みます。
　安全で安心していただけるサービスを効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供
することが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り
組んでまいります。

代表取締役

　　世界共通課題である環境保全に取り組むため産業廃棄物収集運搬業を通し当社では、「エコアクション21」に

　基づく環境マネジメントシステムを構築し、あらゆる分野で環境に配慮した事業活動に努め、美しい地球を次世

　代へ引き継ぐため広く社会に貢献します。

制定日：

藤井　康裕

環境経営方針
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（１） 名称及び代表者名
株式会社メディカルウェースト
代表取締役　藤井　康裕

（２） 所在地
本　　　社 北海道札幌市東区北26条東19丁目3番13号

北見営業所 北海道北見市東相内町172-56

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 藤井　康裕 TEL：011－790－7518
担当者 藤井　康裕 TEL：011－790－7518

（４） 事業内容
産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬業

（５） 事業の規模
法人設立
資本金 万円
売上高 万円

名 名
㎡ ㎡

ｔ

2ｔ大型車 台
4ｔ大型車 台

合計 台

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社メディカルウェースト
対象事業所： 本社

北見営業所

活動： 産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬業

□事業の紹介

本社

収集運搬量

500

2,533
受託した産業廃棄物の処理量

32,039

2013年9月25日

組織の概要

車種 台数

5

主な業務は、病院、医院、クリニック、診療所、動物病院、エステティックサロンなどから排出されあ
らかじめ当社指定のメディカルペール容器等に入れて頂いた状態の感染性廃棄物(非感染性廃棄物も含
む)を施設内の決められた保管場所から専用冷蔵車に積込み、中間処理場(焼却処理場)まで運搬する仕
事です。

北見営業所
4 2

1

従業員　　　　　
延べ床面積　　　 285 306

4

備　　考
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更新日：
代表者

環境管理 責任者

環境事務局

藤井康裕

藤井康裕

2023年1月4日

藤井康裕

代表取締役 藤井康裕

環境経営組織及び役割・責任・権限

環境委員会

本社

事務部

2名

営業部

2名

収集運搬業務部

札幌事業所

3名

収集運搬業務部

北見営業所

2名

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の

実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

全従業員 6名（重複あり）

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

統括責任

必要な経営資源を準備

経営における課題とチャンスの明

確化
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□許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　特別管理産業廃棄物収集運搬業許可の内容

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

感
染
性
廃
棄
物

無 ○ ○ ○ ○

特定有害産業物(廃油、廃酸、廃アルカリ(以上3種類はﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、

1・2－ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1・1－ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽ1・2－ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1・1・1－ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1・1・2－ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、
1・3－ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝを含むもの。））

許可年月日 許可有効年月日

令和5年11月26日

廃棄物の種類

100174801 平成30年11月27日 令和5年11月26日

許可番号

積
替
保
管

○北海道

特
定
有
害
産
業
廃
棄
物

許可区域

積
替
保
管

150174801 平成30年11月27日

廃棄物の種類

許可番号

北海道

許可年月日 許可有効年月日

許可区域
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単位
kg-CO2

受託収集運搬量 トン
トン

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後）

kg-CO2/kWh

✕
〇

原単位評価 〇
✕
〇
〇
〇

0.601
北海道電力

2021年
1641

64

144,171

555

100%基準年度比

環境に配慮した収集運
搬

99%58%

水道水の削減 ㎥ 65 65 38 64

（目標）

0.013kg-CO2/千円

3,265 3,248
（実績）

上段：
下段：

2,5330

137,866 139,970

〇〇電力

環境経営目標及びその実績

99.5%
0.010

0

自動車燃料による二酸
化炭素削減

0

3,199

2023年

97%基準年度比
865

産業廃棄物排出量 0

381,267

0.012
98%

136,480

北海道電力

（目標）

評
価

通期
1月～3月末まで

138,559

2023/1～3

145,056

（基準年) （目標）

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2

0.013
99%

0.012

3,232

137,173
36,212

3,337

行動目標（次項による）

産業廃棄物排出実績及び化学物質使用実績がない為、目標設定はしておりません。
調整後排出係数は、0.601t C02／千Kｗhを使用

99%

主な環境負荷の実績
2020年

2024年

二酸化炭素総排出量

35,216

北海道電力

887
2021年

0.601

2022年

2,183

883

kg-CO2

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

0.000 0.601

0

2021年項　目

基準値 2022年
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数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

2021年

2022年

2021年

2022年

〇

○

数値目標 〇 新型コロナ感染症の流行により、感染防止対策として事務所内
の湿度管理を行うた為、加湿器の使用、また冬季間の水回り凍
結防止の為、パネルヒーター使用を行った結果必然的に使用量
が増加した月があったが目標は達成できた。次年度も引き続き
感染対策及び凍結防止対策は行うものの、時間を限定し器具の
使用に努める。

・エアコン温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） △

11月10月

406 458
512

4,675
4,216 3,980

4,816
1月

4,183

○

9月

521
447

377 466

・空調区域の限定

438 513
595 466

3月

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

・不要照明の消灯,OA機器の省電力設定、休日主電源オフ ○
原単位目標

5月

・クールビズ、ウォームビズの実行

4,8254,061
4,502 4,1114,801 5,178 4,645

4,5314,218
3月

3,790

2月1月12月

○

3,924
4,480 4,114

409

5月 8月4月

374528 469

○

438
414475

取組結果とその評価、次年度の取組内容

463
427 359

415595

6月

・ブラインド、二重サッシの使用

4月

達成状況

○
○

2月

感染症の流行により廃棄物の回収量、回収頻度の増加はあった
が、使用燃料は微量の減少が認められた為、引き続き、効率の
良い収集運搬ルートエコドライブの徹底を、継続して取組計画を
実行する。

〇

12月

130

11月9月 10月

596

165
9月

532
134

184
63

178 138
179

266
130

1月 2月 3月

193187

11月 12月10月
115

・車両の点検整備の徹底　オイル交換、タイヤ空気圧

数値目標

6月 7月

・車両の点検整備の徹底

7月

・アイドリングストップの徹底

8月

4,415 3,756
5月

4,187 4,211 4,234

6月

282
127

4月
4,096

219

7月

164
114

119

8月

63 128
211 438

0

200

400

600

800

電力（kWh） 2021年 2022年

0

200

400

600

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

2,000

4,000

6,000
軽油（L) 2021年 2022年
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水道水の削減

2021年

2022年

環境に配慮した収集運搬

4

9月 11月 12月 3月10月

2 4 1 20 1 -5

○
○

数値目標

達成状況

〇
・節水の呼びかけ
・日常的に節水を励行する

8月
32 0 2

6月 7月5月4月

2 0 3 4 2
5

2月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

4 3 3
1月
20 1

目標値に対し年間累計では達成されている。水使用量は基本料
金内で収まっているため、次年度も継続して節水に努める。ま
た、左記グラフの1月及び3月は氷雪の為メーター検針ができない
ため使用量は水道局より左記の様に示され突出して使用量が多
く見受けられるが、使用量は基本料金内である。2022.3月は調整
の為マイナス5となっています。

2 20

・車両の清掃・整備 ○

感染症の流行により廃棄物の回収量の増加、回収頻度は増加し
ているが、次年度も目標達成手段を継続して行う。

・効率的なルートで収集運搬 ○

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項目で実施） ○

・作業開始前の車両点検 ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

0

10

20

30 水道水（㎥） 2021年 2022年
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要請等

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価：良好 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子
消火器の使用方法の説明
　
消火器使用模擬訓練の実施

避難経路の確認

緊急事態の想定： 灯油流出
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

119番へ通報確認
手順書の確認

緊急事態対応の試行・訓練

適用される法規制

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

家電リサイクル法 冷蔵庫、（家庭用空調機エアコン）
消防法 事務所、倉庫の消火器具

問題無し

5名
2023年3月4日 本社・北見営業所

・消火器使用模擬訓練、避難訓練

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守していました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

収集運搬業　特別管理産業廃棄物（感染性廃棄物等）、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラ
ス、廃油等）

貯油設備（灯油タンク）

2023年3月4日 本社・北見営業所
5名

顧客要求事項 感染性廃棄物処理マニュアル

・流出事故対応、通報訓練

水質汚濁法

運用期間中に苦情・要望等はありませんでした。

道路交通法 車両の大きさ・重量、通行制限
道路運送車両法 車両の大きさ・重量、乗車の保安基準

廃棄物処理法
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環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

代表者による全体の評価と見直し・指示
「エコアクション21運用期間の2023年1月～3月に関し、電力量、自動車燃料による二酸化炭素削減、水使

用量目標達成となっている為、目標達成手段を継続して行う。自動車燃料による二酸化炭素削減に関し、

新型コロナウイルス感染症拡大の中の感染対策や廃棄物の不定期収集、コロナ関連廃棄物は増加してい

ますが、目標が達成出来た事は、効率的な収集運搬ルートや渋滞時間帯を避けての収集運搬を行った結

果と考えられます。今後、新型コロナウイルス感染症分類の引き下げにより、コロナ関連廃棄物の減少が見

込まれ、積み荷（コロナ関連廃棄物）の減少や廃棄物の定期ルート収集が可能となると思われ、目標達成

手段継続実施し、次年度も目標達成を目指します。

一方、資材の高騰、電力料金、自動車燃料料金の値上げが続き、次年度はエコアクション21を活用し更な

る削減に向けて、取り組みの強化を図ります。

今後も新型コロナウイルス感染状況の変容が予測不可能であり、様々な問題が予見されますが、社員の

安全確保と環境経営システムの活用、持続可能な世界の形成を目指し、継続実施を進めたいと考えます。
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